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23 練児保第 10025 号 

平成 23 年７月 20 日 

 
練馬区立貫井第二保育園運営業務委託事業者選定方針 

 
 練馬区立貫井第二保育園の運営業務委託事業者を選定するにあたり、運営業

務委託事業者選定委員会（以下「選定委員会」という。）の選定方針を下記のと

おり定める。 
 

記 
 
１ 選定委員会の位置付けと役割 
 選定委員会は、貫井第二保育園の運営業務委託事業者を選定するため、練

馬区立保育園運営業務委託事業者選定委員会設置要領（平成 23 年 7 月 20 日

23 練児保第 10023 号）に基づき設置する。選定委員会の選定結果は区長に報

告するものとし、区長は報告を尊重して委託事業者を決定する。 
   
２ 選定委員会委員の役割 

選定委員会における各委員（以下「選定委員」という。）は、円滑な運営業

務委託のため、次に掲げる選定趣旨を十分認識し、それぞれの職責や専門性

に基づいて公正かつ適正に選定を行うものとする。 
（１）練馬区立保育園、とりわけ貫井第二保育園の現行の保育水準を維持・

継続すること。 
（２）運営委託実施後においても、区ならびに保護者との良好な関係を維持 

し、他の区立保育園と同等の保育園運営を実施すること。 
（３）保育園職員の安定的かつ継続的な雇用が図れること。 
 

３ 事業者選定の考え方 
（１）事業者の評価は、「練馬区立貫井第二保育園運営業務委託審査基準表」

に基づいて行う。 
 （２）「評価ポイント（選定基準の視点）」は、審査の参考としての取扱いと

し、公表の対象からは除外する。 
 （３）「最低基準」の設定ならびに取扱いについては、選定委員会において選

定委員の合議により判断する。 
（４）委託事業者の候補者は、審査基準表の評点結果と区立保育園の運営業

務委託事業者としてふさわしいかの観点から、選定委員の合議により
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決定する。 
 
４ 現地調査部会の位置付けと役割 
 現地調査部会は、選定委員会の下部組織と位置付ける。 
部会員は専門的な立場から、選定対象事業者が現在運営している保育施設

の現地調査を実施する。調査にあたっては、十分な時間をかけ、特に保育内

容を重視して調査する。 
 
５ 会議の公開 
  選定委員会の議事および現地調査部会の調査は非公開で行う。 
選定結果については、選定された事業者名と採点結果、および選定委員会の

各回の要点記録を公表する。 
選定事業者の提出書類ならびに選定委員会に提出された会議資料の開示請

求に対しては、プロポーザル方式による業者選定情報に係る情報公開基準お

よび練馬区情報公開条例に則り処理する。   
 
６ その他 

その他選定にかかわる具体的な方法等については、その都度選定委員会に

おいて決定する。 
 


